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○
厚
生
労
働
省
令
第
十
三
号

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
九
条
の
二
（
同
法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
五
号
及
び
第
四
十
九
条
の
四
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
五
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
る
同
法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十

二
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
八
条
第
二
項
並
び
に
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八

十
四
号
）
第
十
一
条
第
三
項
、
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
者
災
害
補

償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
二
月
八
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
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る
。



- 3 -

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
介
護
補
償
給
付
の
額
）

（
介
護
補
償
給
付
の
額
）

第
十
八
条
の
三
の
四

介
護
補
償
給
付
の
額
は
、
労
働
者
が
受
け
る
権
利
を
有
す
る

第
十
八
条
の
三
の
四

介
護
補
償
給
付
の
額
は
、
労
働
者
が
受
け
る
権
利
を
有
す
る

障
害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
（
次
項
に
お
い
て

障
害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
（
次
項
に
お
い
て

「
特
定
障
害
」
と
い
う
。
）
の
程
度
が
別
表
第
三
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項

「
特
定
障
害
」
と
い
う
。
）
の
程
度
が
別
表
第
三
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項

障
害
の
程
度
の
欄
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号

障
害
の
程
度
の
欄
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
介
護
に
要
す
る
費
用
の
支
出
に
関
す
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定

に
掲
げ
る
介
護
に
要
す
る
費
用
の
支
出
に
関
す
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定

め
る
額
と
す
る
。

め
る
額
と
す
る
。

一

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ

一

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ

る
場
合
（
次
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要

る
場
合
（
次
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要

す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
万
五
千
二
百
九
十
円

す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
万
五
千
百
三
十
円
を

を
超
え
る
と
き
は
、
十
万
五
千
二
百
九
十
円
と
す
る
。
）

超
え
る
と
き
は
、
十
万
五
千
百
三
十
円
と
す
る
。
）

二

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ

二

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ

る
場
合
で
あ
つ
て
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額
が
五
万

る
場
合
で
あ
つ
て
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額
が
五
万

七
千
百
九
十
円
に
満
た
な
い
と
き
又
は
そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用

七
千
百
十
円
に
満
た
な
い
と
き
又
は
そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
を

を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
親
族
又
は
こ
れ
に
準

支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
親
族
又
は
こ
れ
に
準
ず

ず
る
者
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き
。

五
万
七
千
百
九
十
円
（
支

る
者
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き
。

五
万
七
千
百
十
円
（
支
給
す

給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ

べ
き
事
由
が
生
じ
た
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額

た
額
が
五
万
七
千
百
九
十
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
介
護
に
要

が
五
万
七
千
百
十
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
介
護
に
要
す
る
費

す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
と
す
る
。
）

用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
と
す
る
。
）

２

前
項
の
規
定
は
、
特
定
障
害
の
程
度
が
別
表
第
三
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の

２

前
項
の
規
定
は
、
特
定
障
害
の
程
度
が
別
表
第
三
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の

項
障
害
の
程
度
の
欄
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
介
護
補
償
給

項
障
害
の
程
度
の
欄
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
介
護
補
償
給

付
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
十
万
五
千
二
百

付
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
十
万
五
千
百
三

九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
万
二
千
六
百
五
十
円
」
と
、
「
五
万
七
千
百
九
十
円

十
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
万
二
千
五
百
七
十
円
」
と
、
「
五
万
七
千
百
十
円
」
と

」
と
あ
る
の
は
「
二
万
八
千
六
百
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

あ
る
の
は
「
二
万
八
千
五
百
六
十
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
等
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
額
の
限
度
）

（
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
等
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
額
の
限
度
）
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第
四
十
三
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
（
労
働
者
災
害
補

第
四
十
三
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
（
労
働
者
災
害
補

償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
の
規
定
に
よ
る
特
別
支
給
金
の
支
給
に
関
す
る
事

償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
の
規
定
に
よ
る
特
別
支
給
金
の
支
給
に
関
す
る
事

業
を
除
く
。
）
に
要
す
る
費
用
及
び
法
に
よ
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
事
業
の
事

業
を
除
く
。
）
に
要
す
る
費
用
及
び
法
に
よ
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
事
業
の
事

務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
及
び
第
二

務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
に
百
二
十
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
に
第
三
号
に
掲

号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
に
百
十
八
分
の
十
八
を
乗
じ
て
得
た
額
に
第
三
号
に
掲

げ
る
額
を
加
え
て
得
た
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

げ
る
額
を
加
え
て
得
た
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

第
四
十
六
条
の
十
八

法
第
三
十
三
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の

第
四
十
六
条
の
十
八

法
第
三
十
三
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の

作
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

作
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

日
常
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
必
要
な
援
助

五

介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六

と
し
て
行
わ
れ
る
作
業
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
関
係
業
務
に
係
る
作
業
で
あ
つ
て

イ

介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第

、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓

六
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
関
係
業
務
に
係
る
作
業
で
あ

練
又
は
看
護
に
係
る
も
の

つ
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、

機
能
訓
練
又
は
看
護
に
係
る
も
の

ロ

炊
事
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
物
、
児
童
の
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
必
要
な

保
護
そ
の
他
家
庭
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
行
為
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（
旧
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
八
年
労
働
省
令
第
六
号
）
附
則
第
六
条
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭

素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
労
働
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正

す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
介
護
料
）

（
介
護
料
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
介
護
料
の
金
額
は
、
介
護
の
程
度
に
応
じ
、
一
月
に
つ
き
五
万
七
千

３

第
一
項
の
介
護
料
の
金
額
は
、
介
護
の
程
度
に
応
じ
、
一
月
に
つ
き
五
万
七
千

百
九
十
円
、
四
万
二
千
八
百
九
十
円
又
は
二
万
八
千
六
百
円
と
す
る
。

百
十
円
、
四
万
二
千
八
百
三
十
円
又
は
二
万
八
千
五
百
六
十
円
と
す
る
。

４

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額
が
、
前

４

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額
が
、
前

項
の
介
護
の
程
度
に
応
じ
同
項
に
規
定
す
る
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の

項
の
介
護
の
程
度
に
応
じ
同
項
に
規
定
す
る
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の

介
護
料
の
金
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額

介
護
料
の
金
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
、
同
項
の
介
護
の
程
度
に
応
じ
、
十
万
五
千
二
百
九
十
円
、
七
万
八

（
そ
の
額
が
、
同
項
の
介
護
の
程
度
に
応
じ
、
十
万
五
千
百
三
十
円
、
七
万
八
千

千
九
百
七
十
円
又
は
五
万
二
千
六
百
五
十
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

八
百
五
十
円
又
は
五
万
二
千
五
百
七
十
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合

合
に
応
じ
、
十
万
五
千
二
百
九
十
円
、
七
万
八
千
九
百
七
十
円
又
は
五
万
二
千
六

に
応
じ
、
十
万
五
千
百
三
十
円
、
七
万
八
千
八
百
五
十
円
又
は
五
万
二
千
五
百
七

百
五
十
円
）
と
す
る
。

十
円
）
と
す
る
。
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（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表

の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
労
災
保
険
率
等
）

（
労
災
保
険
率
等
）

第
十
六
条

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
船
員
を

第
十
六
条

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
船
員
を

使
用
し
て
行
う
船
舶
所
有
者
（
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

使
用
し
て
行
う
船
舶
所
有
者
（
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

第
三
条
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
船
舶
所
有
者
と
さ

第
三
条
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
船
舶
所
有
者
と
さ

れ
る
者
）
の
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
船
舶
所
有
者
の
事
業
」
と
い
う
。

れ
る
者
）
の
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
船
舶
所
有
者
の
事
業
」
と
い
う
。

）
以
外
の
事
業
に
係
る
労
災
保
険
率
は
別
表
第
一
の
と
お
り
と
し
、
船
舶
所
有
者

）
以
外
の
事
業
に
係
る
労
災
保
険
率
は
別
表
第
一
の
と
お
り
と
し
、
船
舶
所
有
者

の
事
業
に
係
る
労
災
保
険
率
は
千
分
の
四
十
七
と
し
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
事
業

の
事
業
に
係
る
労
災
保
険
率
は
千
分
の
四
十
九
と
し
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
事
業

及
び
船
舶
所
有
者
の
事
業
の
種
類
の
細
目
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
て
告

及
び
船
舶
所
有
者
の
事
業
の
種
類
の
細
目
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
て
告

示
す
る
。

示
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

別
表
第
１

（第
６
条

第
1
6
条
関
係

）

別
表
第
１

（第
６
条

第
16
条
関
係

）

、
、

労
災

保
険

率
表

労
災

保
険

率
表

事
業
の
種
類

事
業

の
種

類
労
災
保
険
率

事
業
の
種
類

事
業

の
種

類
労
災
保
険
率

の
分
類

の
分
類

（略

）

（略

）

漁
業

海
面
漁
業

（定
置
網
漁
業
又
は
海
面
魚
類

1
0
0
0
分
の
1
8

漁
業

海
面
漁
業

（定
置
網
漁
業
又
は
海
面
魚
類

1
0
0
0
分
の
1
9

養
殖
業
を
除
く

）

養
殖
業
を
除
く

）

。
。

（略

）

（略

）

鉱
業

（略

）

鉱
業

（略

）
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石
灰
石
鉱
業
又
は
ド
ロ
マ
イ
ト
鉱
業

1
0
0
0
分
の
1
6

石
灰
石
鉱
業
又
は
ド
ロ
マ
イ
ト
鉱
業

1
0
0
0
分
の
2
0

原
油
又
は
天
然
ガ
ス
鉱
業

1
0
0
0
分
の
2
.
5

原
油
又
は
天
然
ガ
ス
鉱
業

1
0
0
0
分
の
３

採
石
業

1
0
0
0
分
の
4
9

採
石
業

1
0
0
0
分
の
5
2

（略

）

（略

）

建
設
事
業

水
力
発
電
施
設

ず
い
道
等
新
設
事
業

1
0
00
分
の
62

建
設
事
業

水
力
発
電
施
設

ず
い
道
等
新
設
事
業

1
0
0
0
分
の
7
9

、
、

（略

）

（略

）

鉄
道
又
は
軌
道
新
設
事
業

1
0
0
0
分
の
９

鉄
道
又
は
軌
道
新
設
事
業

1
0
0
0
分
の
9
.
5

建
築
事
業

（既
設
建
築
物
設
備
工
事
業
を

1
0
0
0分
の
9
.
5

建
築
事
業

（既
設
建
築
物
設
備
工
事
業
を

1
0
0
0
分
の
1
1

除
く

）

除
く

）

。
。

既
設
建
築
物
設
備
工
事
業

1
0
00
分
の
12

既
設
建
築
物
設
備
工
事
業

1
0
00
分
の
1
5

（略

）

（略

）

そ
の
他
の
建
設
事
業

1
0
0
0
分
の
1
5

そ
の
他
の
建
設
事
業

1
0
0
0
分
の
1
7

製
造

業

（略

）

製
造
業

（略

）

繊
維
工
業
又
は
繊
維
製
品
製
造
業

1
0
0
0
分
の
４

繊
維
工
業
又
は
繊
維
製
品
製
造
業

1
0
0
0
分
の
4
.
5

（略

）

（略

）

パ
ル
プ
又
は
紙
製
造
業

1
0
0
0分
の
6
.
5

パ
ル
プ
又
は
紙
製
造
業

1
0
0
0
分
の
７
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（略

）

（略

）

ガ
ラ
ス
又
は
セ
メ
ン
ト
製
造
業

1
0
0
0
分
の
６

ガ
ラ
ス
又
は
セ
メ
ン
ト
製
造
業

1
0
0
0
分
の
5
.
5

（略

）

（略

）

陶
磁
器
製
品
製
造
業

1
0
0
0
分
の
1
8

陶
磁
器
製
品
製
造
業

1
0
0
0
分
の
1
9

（略

）

（略

）

金
属
精
錬
業

（非
鉄
金
属
精
錬
業
を
除
く

1
0
0
0分
の
6
.
5

金
属
精
錬
業

（非
鉄
金
属
精
錬
業
を
除
く

1
0
0
0
分
の
７

）

）

。
。

非
鉄
金
属
精
錬
業

1
0
0
0
分
の
７

非
鉄
金
属
精
錬
業

1
0
0
0
分
の
6
.
5

（略

）

（略

）

鋳
物
業

1
0
0
0
分
の
1
6

鋳
物
業

1
0
0
0
分
の
1
8

（略

）

（略

）

機
械
器
具
製
造
業

（電
気
機
械
器
具
製
造

1
0
00
分
の
５

機
械
器
具
製
造
業

（電
気
機
械
器
具
製
造

1
0
0
0
分
の
5
.
5

業
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

船
舶
製

業
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

船
舶
製

、
、

、
、

造
又
は
修
理
業
及
び
計
量
器

光
学
機
械

造
又
は
修
理
業
及
び
計
量
器

光
学
機
械

、
、

時
計
等
製
造
業
を
除
く

)
時
計
等
製
造
業
を
除
く

)
、

。
、

。

電
気
機
械
器
具
製
造
業

1
0
0
0分
の
2
.
5

電
気
機
械
器
具
製
造
業

1
0
0
0
分
の
３

（略

）

（略

）
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運
輸

業
交
通
運
輸
事
業

1
00
0
分
の
４

運
輸
業

交
通
運
輸
事
業

1
00
0
分
の
4
.5

（略

）

（略

）

（略

）

（略

）

そ
の
他
の
事

（略

）

そ
の
他
の
事

（略

）

業
業

清
掃

火
葬
又
は
と
畜
の
事
業

1
0
0
0
分
の
1
3

清
掃

火
葬
又
は
と
畜
の
事
業

1
0
0
0
分
の
1
2

、
、

（略

）

（略

）

倉
庫
業

警
備
業

消
毒
又
は
害
虫
駆
除

1
0
00
分
の
6
.
5

倉
庫
業

警
備
業

消
毒
又
は
害
虫
駆
除

1
0
0
0
分
の
７

、
、

、
、

の
事
業
又
は
ゴ
ル
フ
場
の
事
業

の
事
業
又
は
ゴ
ル
フ
場
の
事
業

（略

）

（略

）

卸
売
業
・
小
売
業

飲
食
店
又
は
宿
泊
業

1
0
0
0
分
の
３

卸
売
業
・
小
売
業

飲
食
店
又
は
宿
泊
業

1
0
0
0
分
の
3
.
5

、
、

（略

）

（略

）

別
表
第
２

（第
1
3
条
関
係

）

別
表
第
２

（第
1
3
条
関
係

）

労
務

費
率

表
労

務
費

率
表

事
業
の
種
類
の

事
業

の
種

類
請
負
金
額
に

事
業
の
種
類
の

事
業

の
種

類
請
負
金
額
に

分
類

乗
ず
る
率

分
類

乗
ず
る
率

建
設
事
業

（略

）

建
設
事
業

（略

）
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道
路
新
設
事
業

19
％

道
路
新
設
事
業

2
0
％

舗
装
工
事
業

1
7％

舗
装
工
事
業

1
8
％

鉄
道
又
は
軌
道
新
設
事
業

2
4％

鉄
道
又
は
軌
道
新
設
事
業

2
5
％

（略

）

（略

）

機
械
装
置
の
組
立
て
又
は
据
付
け
の
事
業

機
械
装
置
の
組
立
て
又
は
据
付
け
の
事
業

組
立
て
又
は
取
付
け
に
関
す
る
も
の

3
8
％

組
立
て
又
は
取
付
け
に
関
す
る
も
の

40
％

そ
の
他
の
も
の

2
1
％

そ
の
他
の
も
の

2
2
％

（略

）

（略

）

備
考

（略

）

備
考

（略

）

別
表
第
５

（第
23
条
関
係

）

別
表
第
５

（第
2
3
条
関
係

）

第
２
種
特
別
加
入
保
険
料
率
表

第
２
種
特
別
加
入
保
険
料
率
表

事
業
又
は

第
２
種
特
別

事
業
又
は

第
２
種
特
別

作
業
の
種

事
業
又
は
作
業
の
種
類

加
入
保
険
料

作
業
の
種

事
業
又
は
作
業
の
種
類

加
入
保
険
料

類
の
番
号

率
類
の
番
号

率

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則

（以
下

「

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則

（以
下

「

特
１

労
災
保
険
法
施
行
規
則

」と
い
う

）

1
0
0
0
分
の
1
2

特
１

労
災
保
険
法
施
行
規
則

」と
い
う

）

1
0
0
0
分
の
1
3

。
。

第
4
6
条
の
1
7
第
１
号
の
事
業

第
4
6条
の
1
7
第
１
号
の
事
業

特
２

労
災
保
険
法
施
行
規
則

10
0
0
分
の
18

特
２

労
災
保
険
法
施
行
規
則

10
0
0
分
の
19

第
4
6
条
の
1
7
第
２
号
の
事
業

第
4
6条
の
1
7
第
２
号
の
事
業
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特
３

労
災
保
険
法
施
行
規
則

10
0
0
分
の
4
5

特
３

労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
00
0
分
の
46

第
4
6
条
の
1
7
第
３
号
の
事
業

第
4
6条
の
1
7
第
３
号
の
事
業

（略
）

（略

）

特
７

労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
00
0
分
の
4
8

特
７

労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
0
00
分
の
4
9

第
4
6
条
の
1
7
第
７
号
の
事
業

第
4
6条
の
1
7
第
７
号
の
事
業

（略

）

（略

）

特
1
0
労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
0
0
0
分
の
1
5

特
1
0
労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
0
0
0
分
の
1
6

第
4
6
条
の
1
8
第
３
号
イ
又
は
ロ
の
作
業

第
4
6
条
の
1
8
第
３
号
イ
又
は
ロ
の
作
業

特
1
1
労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
0
0
0
分
の
６

特
1
1
労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
0
0
0
分
の
７

第
4
6
条
の
1
8
第
３
号
ハ
の
作
業

第
4
6
条
の
1
8
第
３
号
ハ
の
作
業

（略

）

（略

）

特
13

労
災
保
険
法
施
行
規
則

10
0
0
分
の
３

特
13

労
災
保
険
法
施
行
規
則

10
0
0
分
の
４

第
4
6
条
の
1
8
第
３
号
ホ
の
作
業

第
4
6
条
の
1
8
第
３
号
ホ
の
作
業

（略

）

（略

）

特
1
7
労
災
保
険
法
施
行
規
則

10
0
0
分
の
３

特
17

労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
0
00
分
の
４

第
4
6
条
の
1
8
第
４
号
の
作
業

第
4
6条
の
1
8
第
４
号
の
作
業

特
1
8
労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
0
0
0
分
の
５

特
1
8
労
災
保
険
法
施
行
規
則

1
0
0
0
分
の
６

第
46
条
の
18
第
５
号
の
作
業

第
46
条
の
18
第
５
号
の
作
業
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
第
一
条
の
規
定
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

平
成
三
十
年
三
月
以
前
の
月
に
係
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
よ
る
介
護
補

償
給
付
及
び
介
護
給
付
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
第
四
十
六
条
の
十
八
第
五
号
の
規
定
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
発
生
し
た
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
起
因
す
る
労
働
者
災

害
補
償
保
険
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
業
務
災
害
及
び
同
項
第
二
号
の
通
勤
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
適
用
す

る
も
の
と
し
、
施
行
日
前
に
発
生
し
た
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
起
因
す
る
同
項
第
一
号
の
業
務
災
害
及
び
同
項
第

二
号
の
通
勤
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
第
二
条
の
規
定
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

平
成
三
十
年
三
月
以
前
の
月
に
係
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
三
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十
五
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
九
十
二
号
）
に
よ
る
介
護
料
の

金
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
第
三
条
の
規
定
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う

。
）
第
十
六
条
第
一
項
及
び
別
表
第
一
に
規
定
す
る
労
災
保
険
率
は
、
施
行
日
以
後
に
使
用
す
る
全
て
の
労
働
者
に
係
る
賃

金
総
額
に
乗
ず
べ
き
一
般
保
険
料
率
（
次
条
に
規
定
す
る
特
定
有
期
事
業
に
つ
い
て
の
一
般
保
険
料
率
を
除
く
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
基
礎
と
な
る
労
災
保
険
率
及
び
施
行
日
以
後
の
期
間
に
係
る
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
額
の
総
額
に
乗
ず
べ
き
第
一
種
特
別

加
入
保
険
料
率
（
次
条
に
規
定
す
る
特
定
有
期
事
業
に
つ
い
て
の
第
一
種
特
別
加
入
保
険
料
率
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
基
礎
と
な
る
労
災
保
険
率
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
使
用
す
る
全
て
の
労
働
者
に
係
る
賃
金
総
額

に
乗
ず
べ
き
一
般
保
険
料
率
の
基
礎
と
な
る
労
災
保
険
率
及
び
施
行
日
前
の
期
間
に
係
る
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
額
の
総
額
に
乗
ず
べ
き
第
一
種
特
別
加
入
保
険
料
率
の
基
礎
と
な
る
労
災
保
険
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
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る
。

第
六
条

施
行
日
前
に
労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
係
る
保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
事
業
で
あ
っ
て
事
業
の
期
間
が
予
定
さ
れ

て
い
る
も
の
（
次
条
に
お
い
て
「
特
定
有
期
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
労
災
保
険
率
（
第
一
種
特
別
加
入
保
険
料
率
の
基

礎
と
な
る
場
合
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
十
六
条
第
一
項
及
び
別
表
第
一
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

第
七
条

特
定
有
期
事
業
に
つ
い
て
の
規
則
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
請
負
金
額
に
乗
ず
べ
き
率
は
、
新
規
則
別
表
第
二

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
八
条

新
規
則
別
表
第
五
の
規
定
に
よ
る
第
二
種
特
別
加
入
保
険
料
率
は
、
施
行
日
以
後
の
期
間
に
係
る
規
則
第
二
十
二
条

に
規
定
す
る
額
の
総
額
に
乗
ず
べ
き
第
二
種
特
別
加
入
保
険
料
率
と
し
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
期
間
に
係
る
同
条
に
規
定

す
る
額
の
総
額
に
乗
ず
べ
き
第
二
種
特
別
加
入
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


